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グループ会社概要 Outline of NARITA Group Companies

●おもな用途

●制御

メタリックバーナメタリックバーナ
MJP-20K　 MJP-50K　 MJP-100K　 MJP-200K　 MJP-400K

●特長
・ バーナ本体が金属製の為、 機械的な強度に優れておりコンパクトで軽量です。
　（ＳＵＳ310Ｓストレート燃焼筒を採用）
・ 先混合方式を採用していますので、 逆火現象もなくターンダウン比も大きくとれます。
   （ターンダウン比は標準で1:10～1:5）
・ 低燃焼時での燃焼範囲が広く、 過剰エアでも使用できます。
　（但し、 高燃焼時での空気比はｍ＝1.2程度となります）
・ 低温域から高温域（900℃程度）まで使用できます。

 ・ 標準制御方式はダブルリンケージ方式とします。
 ・ High-Low制御も可能です。（但し、ターンダウン比1:5）

 ・ 各種熱処理炉　・加熱炉　・ベル型炉　・ 非金属の溶融



●仕様（13A・LPG共用）

●外形図

●注意点
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※ １　２０Ｋのみ外形，取付方法，点火プラグ等、特殊なので注意して下さい。
※ ２　４００Ｋの配管はバーナヘッドを出てすぐにエアは３Ｂ、ガスは１／に拡大して下さい。
※ 3　 燃焼筒外形寸法

標準インプット(kW)

T.D.R
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接続径

標準エア圧(kPa)

標準ガス圧(kPa) 
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Ｄ (mm)
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Ｆ (mm)

Ｇ (mmφ)

Ｈ (mm□)

Ｉ (mm□)

Ｊ (取付ボルト穴)

Ｋ (エア)

Ｌ (ガス)

Ｐ (二次エア)

Ｍ (覗き窓)

Ｍ’ (炎監視)

Ｎ (点火プラグ)

機　　　　種
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※２
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MJP-50Ｋ

５３

１：５

１０

１０

２９８

２００

６３

６８

５０

４５

 60.5（50Ａ）

９９

１２０

４－φ１２

Rc 25A

Rc 15A

Rc 10A

Rc 8A

Rc 8A

M14
P=1.25

MJP-20Ｋ

２１

１：３

１０

１０

２９９

１６０

１０４

１０９

５０

４５

   48.6（40Ａ）

６６．５

８０

４－φ７

Rc 25A

Rc 15A

Rc 10A

Rc 8A

Rc 8A

M14
P=1.25

MJP-100Ｋ

１０５

１：１０

１０

１０

３２８

２３０

５６

６６

５５

５０

 76.3（65Ａ）

１０６

１３０

４－φ１２

Rc 40A

Rc 20A

Rc 10A

Rc 10A

Rc 10A

M14
P=1.25

 MJP-200Ｋ

２１０

１：１０

１０

１０

３７９

２５０

８０

９２

８０

６０

 89.1（80Ａ）

１５０

１８０

４－φ１４

Rc 50A

Rc 25A

Rc 10A

Rc 15A

Rc 15A

M14
P=1.25

MJP-400Ｋ

４２０

１：１０

１０

１０

３７９

２５０

８０

９２

８０

６０

114.3（100Ａ）

１５０

１８０

４－φ１４

Rc 50A

Rc 25A

Rc 10A

Rc 15A

Rc 15A

M14
P=1.25

　・エアのバーナヘッド圧は低いですが、ブロワの供給圧力は10kPaを標準にしています。

　・使用ガス供給圧力は10kPaを標準にしています。

　・比例制御の場合、ターンダウン比1：3以下では低燃焼時に過剰空気燃焼になる様に調整をして下さい。

　・排気は必ず屋外に強制排気する様にして下さい。

　・低燃焼着火用のパイロットガスラインを設けることを推奨します。

　・エア・ガスラインに流量測定用オリフィスを入れ流量管理をして下さい。

　・炎監視は紫外線光電管を使用して下さい。

　・紫外線光電管がバーナ前方の炉内を見る為、炉内にバーナ以外の火炎が存在する設備や対面に他の

　   バーナ火炎の存在する設備での使用は御遠慮願います。

　・点火スパークによる炎監視の誤認を防止するシーケンスを組んで下さい。

　・点火トランスは7kV以上、200VA以上の容量のものを使用して下さい。
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